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立 神 峡 里 地 公 園 だ よ り立 神 峡 里 地 公 園 だ よ り

お問い合わせ・お申し込み先
立神峡公園管理組合　☎62－1543　tategamikyou@yahoo.co.jp （8：30～17：30火曜定休日）

活動報告
春の自然に大接近！ミクロの世界を体験だぁ
全国一斉自然かんさつ
春の自然に大接近！ミクロの世界を体験だぁ
全国一斉自然かんさつ

▲よ～く見て

火を起こして、棒まきパンを食べよう！！火を起こして、棒まきパンを食べよう！！

宿泊通学ボランティアスタッフ募集宿泊通学ボランティアスタッフ募集

◆日　　時：5月3日（土）・4日（日）
　　　　　　9時30分～（9:00受付）
◆参 加 費：1,000円／人
◆募集組数：5組程度（要予約）
◆所要時間：1～2時間程度

くまモン凧を作ろう！！くまモン凧を作ろう！！
◆日　　時：5月4日（日） 9時30分～（9:00受付）
◆場　　所：立神峡公園管理棟 研修室
◆参 加 費：1基につき2,500円

◆募集定員：6基まで（要予約）
◆所要時間：2～3時間程度

第1回立神峡公園フォトコンテスト開催第1回立神峡公園フォトコンテスト開催
　氷川町の大きな財産である立神峡公園を題材と
し、美しい新緑、渓谷内を流れる氷川などの写真を
募集します。第1回フォトコンテストのテーマは「こ
こが好きばい立神峡!!」です。
　今回のイベントを通して、氷川町の誇る立神峡を
見つめ直していただける機会になればと思います。
◆期　日：5月3日（土）～6日（火）
◆参 加 費：無料
◆写　真：1人1枚まで（写真データを頂きます）
◆賞　品：立神峡公園産　棚田米（餅米・とれたしこ）
◆受　付：立神峡公園管理棟
　　　　 （9時～17時随時受け付け）
※入賞作品は1年間、管理棟内に飾らせていただき
　ます。

　毎年8月下旬から9月中旬まで、氷川町教育委
員会主催の宿泊通学体験事業が行われていま
す。親元から離れ、自分たちで食事を作り、お風
呂を沸かし（立神峡公園里地屋敷のお風呂は五
右衛門風呂です。）、母屋と納屋で宿泊しながら
学校に通学する活動です。

◆募集人員：5人程度(高校生・大学生・社会人など)
◆お問い合わせ・お申し込み先
　立神峡公園管理棟　担当　志水 ☎62-1543

　3月29日、立神峡公園において、全国一斉自然かんさつ会を開催
しました。当日はあいにくの雨で傘を差しての観察会となったため、
管理棟裏のエノキの樹皮に巻き付いているカズラや、地衣類（共生
生物）、新芽を虫めがねでじっくりと見てみました。参加者は大人ば
かりだったのですが、虫眼鏡を使っての観察は久しぶりと、わくわく
しながら楽しんでいただけました。
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